
 

 

一月往ぬる二月逃げる三月去る 

 「一月往ぬる二月逃げる三月去る」（いちげついぬるにげつにげるさんげつさる）の言葉の意味は、 

①正月から三月までは恒例行事が多く、そこから、この時期は月日が早く流れる事の喩え。 

  ②一月は行く、二月は逃げる、三月は去る事から、この時期は毎日が忙しくてあっという間に過ぎ

てしまう事を調子よく言った言葉。 

のそうです。同じように歳月が過ぎるのは早いという諺として、「光陰矢の如し」（こういんやのごとし）、 

「歳月人を待たず」（さいげつひとをまたず）、「烏兎匆匆」（うとそうそう）などがあります。 

 

 このように、３学期は瞬く間に過ぎていくと言われている中、今日で１月が終わ

ります。１月前半は、積雪が少なくて安心していましたが、後半にはー９℃の凍結

を経験し、先週末からは積雪が見られ、冬本番といった感じです。しかし、学校周

辺や子どもたちの通学路は地域の皆様や保護者の皆様のお力添えで大変快適にして

いただいており、地域の皆様に見守られながら中名田小学校が存在していることを

再確認させていただきました。日々、安心安全な学校生活を送ることが出来ていることに心より感謝し

ております。本当にありがとうございます。今後もよろしくお願いいたします。 

 

２月には、２／１（水）に「校内なわとび大会」（１／２５から延期しました）、２／１２（日）に「生

き生き学習発表会」を計画しており、現在、目標を定めた継続的な練習や発表会の

準備に子どもたちは一生懸命取り組んでいます。個々に頑張ることと仲間と力を

合わせながら頑張ることの両方を通して、子どもたちには様々な力を身に付けて

ほしいと願っています。ご家庭におかれましても、一生懸命頑張っているお子さん

にぜひ励ましの声かけをお願いします。 

 

「生き生き学習発表会」では、ここ数年、コミュニケーション能力の向上を目指し取り組んできた成

果を発表したり自分の考えや感じたことを自分の言葉で豊かに伝え合ったりする様子を『討論会』を通

してご覧いただいていました。その力の向上は現在進行形ですので、今年度はさらなるレベルアップを

めざして１学期と２学期に１回ずつ『討論会』を実施しました。そこで、今年度の「生き生き学習発表

会」は各学年や縦割り班で取り組んできた『ふるさと学習』の報告を中心とした発

表をご覧いただきたいと思います。コロナ禍ではありましたが、ふるさと中名田を

「知る」活動を地域の方々との「関わり」の中で取り組んできた足跡とこれからの

活動への意気込みが見られることを楽しみにしています。子どもたちの発表の様子

を当日はぜひ会場でご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより【第１３号】 

小浜市立中名田小学校 

 令和５年１月３１日 

【中名田小学校ＨＰ】 

 毎日更新しています！遠方のご親族にも！  http://edu.city.obama.fukui.jp/nakanata 

【お知らせ】 

令和４年度卒業証書授与式を 

 ３月１６日（木）に実施します。 

詳細は、改めてご連絡します。 
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